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    注意事項 

     １．問題は「はじめ」の合図があるまで開けないこと。 

     ２．試験開始後、全ての解答用紙に受験番号等を明記すること。 

     ３．解答用紙は、必ず全部提出すること。 

     ４．問題冊子は持ち帰ってよい。 

     ５．指定の解答用紙を用いること。 

 

 

 

 

 

 

九州大学大学院地球社会統合科学府 

 

 



問題Ⅰ 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。（30 点） 

「WEB 公開版では著作権法上の問題により、問題文原文を削除した。 

問題文は神崎繁『人生のレシピー哲学の扉の向こう』に関する内容の和文 29 行）」 

 

             

問 1. 本文中の下線部➀〜➄の漢字の読みをひらがなで書きなさい。 (1 点×5=5 点)  

 

問 2．本文中の空欄  A  、  B  には次のいずれかの語が入ります。次の選択

肢の中から最もあてはまるものを選び、記号で答えなさい。同じ記号には同じものが

入ります。（4 点×2=8 点）  

 

ア 何のため   イ 何でもない   ウ 何のせい   エ 何という 

 

問 3.  波線部 a.「問う自分」と「問われる自分」の歩調がどこか合ってないとは、

具体的にはどのような状況をさしているのか、その具体例を 60 字以内に要約して答え

なさい。(7 点)  

 

問 4. 波線部 b.あえてその答えを探すなら、「Why not?」（さあ、生きようよ）と

いうことになるだろうかとあるが、「なぜ生きてるんだろう？」という問いの答えが

なぜ「Why not?」になるのか、あなたなりの解釈を示しなさい。(10 点)  

 

 

問題Ⅱ 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。（50 点） 

「WEB 公開版では著作権法上の問題により、問題文原文を削除した。 

問題文は大岡信『詩・ことば・人間』に関する内容の和文 52 行）」 

 

 

問 1. 本文中の【a】から【e】に入る最も適当な語を、次の選択肢の中からそれぞれ 1

つずつ選び、記号で答えなさい。同じ記号は一度しか使えません。（2 点×5＝10 点） 

 

ア.露頭  イ.判断  ウ.観察  エ.実感  オ.関連 

 

問 2. 本文中のカタカナで表記された下線部(1)～(5)を漢字で書きなさい。（1 点×5＝5

点） 

 

問 3. 本文中の下線部①～⑤の読みをひらがなで書きなさい。（1 点×5＝5 点） 



 

問 4. 本文中の A～D に入る最も適当な語を、次の選択肢の中からそれぞれ 1 つずつ選

び、記号で答えなさい。同じ記号は一度しか使えません。（3 点×4＝12 点） 

 

ア.しかし  イ.しかも  ウ.むしろ  エ.そして 

 

問 5. 二重下線部（あ）「いやおうなしに」、（い）「えもいわれぬ」の意味をそれぞ

れ簡潔に説明しなさい。（4 点×2＝8 点）  

 

問 6. 破線部「その単純な言葉」とは、具体的にどのような言葉か。20 字以内で本文

中の言葉をそのまま抜き出す形で答えなさい。（5 点） 

 

問 7. 波線部「そういう態度」とは、どのような態度のことか。70 字から 80 字程度で

説明しなさい。（5 点） 

 

 

Ⅲ 作文 (20 点) 

新型コロナウイルス感染状況の長期化にともない、with コロナの在り方が模索され

ています。日本の学校教育をめぐっては、小学校の体育の時間にマスクを外して授業

を実施することが推奨されたにも関わらず、児童がマスクを外したがらないことが問

題になっています。とくに夏を迎え、熱中症を懸念してマスクを外すべきだという意

見もありますが、児童の考えを考慮すべきだという意見もあります。あなたがもし教

師の立場であったなら、マスクを外すよう指導しますか、それとも、マスクの着用を

尊重しますか。どちらか一方の立場に立ち、利点と課題の観点双方について、根拠を

示して、380 字以上 400 字内で論じなさい。 

 




